
札幌新川高校と高大連携調印式が行われました

ひらめき☆ときめきサイエンスを開催しました

本学大学院生が2年連続で技術研究賞を受賞しました

上質なせっけんを手づくりしてみようを開催しました

「手稲区区制20周年記念事業」モザイク画、完成!

「見える化モニタリングシステム稼動開始式」を行いました

放送芸術部、NHK全国大学放送コンテストにて第3位!

国際協力機構から海外研修生を受け入れ

「宇宙でコンピュータ耐久性レース」に本学が選ばれました

「第1回小樽ショートフィルムセッション2009」で受賞 !

クラブ活動報告
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地域・産学連携

9月 29日 (火 )、本学において札幌新川高等学校 青
塚健一校長と本学 西安信学長により、高大連携に関す
る協定の調印式が行われました。

相互の教育交流を通じて高校生の視野を広げ、また
進路に対する意識及び学習意欲を高めるとともに、大学
と高校の相互理解を深め、接続教育の取組みについて
協力を進めていきます。

札幌新川高校と高大連携調印式が行われました

地域・産学連携

10月 3日 (土 )、ひらめき☆ときめきサイエンス「空気
や水の流れを楽しもう!(渦のふしぎ )」を開催し、盛況の
うちに無事終了いたしました。

当日は、小学生のみなさんにボールが宙に浮く不思議
な実験やペットボトル内に竜巻を発生させる実験などや、
音の出るしくみを観察してもらいました。

イベントの最後には、ダンボール箱で作った空気砲を
使って射的大会を開催し、大いに盛り上がりました。

ひらめき☆ときめきサイエンスを開催しました

学生の活躍

電気工学専攻 (修士 2年 ) の藤井祐介さんが、情報
処理北海道シンポジウム2009において発表した論文が
評価され、情報処理学会北海道支部から技術研究賞を
受賞しました。

藤井さんは、昨年の情報処理北海道シンポジウム
2008でも技術研究賞を受賞しており、2年連続の受賞と
なりました。

本学大学院生が2年連続で技術研究賞を受賞しました

[受賞論文]

論文名:空中手書き文字認識の高精度化に関する一考察

著者:藤井祐介、竹沢 恵、真田博文、渡邉一央



地域・産学連携

平成 21年10月29日 ( 木 )と31日 (土 )、公開講座
「上質なせっけんを手づくりしてみよう」を開催し、両日あ
わせて41名の参加者と5名のお子様 (託児 )が参加さ
れました。前半は、せっけんに関する講義・身近な洗剤
などを題材とした○×クイズと演示実験を行いました。
ハーブティーとお菓子でティータイムをとりながら、せっ

けんにつける好きな香りを各自選んでいただいた後、実
験室に移動してせっけんを手づくりしてもらいました。
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上質なせっけんを手づくりしてみようを開催しました

地域・産学連携

11月 6日 (金 )、手稲区区制 20周年記念事業のひと
つである、ペットボトルキャップを使ったモザイク画の完
成式がJR手稲駅・自由通路「あいくる」で執り行われま
した。
本学 西学長による挨拶はもちろん、この事業に深く関

わった情報デザイン学科 工藤ゼミ代表の伊藤千恵さん
による工程説明や、ゼミ生と西学長、工藤先生による最
後のキャップ貼り付けなど、本学学生の活躍をクローズ
アップしてくださった式進行だったようです。
このモザイク画は前述の「あいくる」に11月20日まで

展示されました。

「手稲区区制20周年記念事業」モザイク画、完成!

大学総合

12月 9日 (水 )、キャンパス内各施設での電力・石油
などのエネルギー消費量を計測する「見える化モニタリン
グシステム稼動開始式」を行いました。
学内約260ポイントに計測機器を設置し、エネルギー

消費量をデータ観測により無駄を把握し、総エネルギー
消費量の8%削減という高い省エネルギー化実現を目指
します。
高価な省エネ機器の導入によらず既存の設備をそのま

ま継続使用することに最大の特徴があり、経済産業省の
「21年度省エネルギー計測監視等推進事業」に学校法人
で唯一採択された事業です。

消費エネルギー計測「見える化モニタリングシステム稼動開始式」を行いました



今年 5月に打ち上げられ、金星に向かう小型
人工衛星に大学生が作ったコンピュータを搭載
し、宇宙空間で耐久性を競うサバイバルレース
に本学が選ばれました。
衛星は、1辺 35センチの立方体。大学や中

小企業が協力して人工衛星や探査機を作る第一
歩にしようと、国内 22大学・高専が協力して作
製した。日本初の金星探査機「あかつき」を打ち
上げるH2Aロケットに相乗りする。  
飛行中の目玉が、コンピュータの耐久性を競

うレース。公募で選ばれた北海道工業大学、東

地域・産学連携
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学生の活躍

放送芸術部が作成したCM「エコカルタ」がNHK全国大
学放送コンテスト映像CM部門で第3位の栄冠に輝きまし
た。CMは、エコ川柳が読み札のカルタをしていて、読み上
げられる川柳の内容に思わず反省してしまって札を取れない
青年の顔が墨だらけになるという内容です。軽快なテンポの
コマ割と、青年の表情が印象的な、明るい作品です。
中心になって作成した葛西くん (情報デザイン学科 4

年 )に喜びの言葉と制作の苦労話を聞きました。
「出来は良かったけれど、入賞するなんて思いませんでした。
原案は思いつきだったし...。使ったカルタは2年生の部員の
手作りで、これがよくできていました。カルタとりは畳部屋で
撮影したかったので、区のコミュニティセンターを借りました
が、一般の人たちも出入りする場所で顔に墨を塗るんですか
らすごく恥ずかしかった。収録したら1分半のビデオになって
しまって、それをコンテスト規定の30秒に編集するのに苦
労しました。表彰式に部員皆で京都に行けたのも楽しかっ
た。紅葉の清水寺を参拝しました!」
写真は表彰式会場の京都市生涯学習総合センター前で。

放送芸術部、NHK全国大学放送コンテストにて第3位!

大学総合

国際協力機構から海外研修生を受け入れ

2月4日(木)、独立行政法人国際協力機構(JICA)が行っ
ている青年研修「中南米初中等理科教育」の一環として、本
学で研修生10名を受け入れました。
研修生は、中南米諸国のアンティグア・バーブーダ、ベリー

ズ、ドミニカ、グレナダ、ガイアナ、ジャマイカ、セントルシア
の7カ国から参加しており、本学では秋山国際交流委員長
から大学の歴史や概要の説明を受けた後、図書館等の施設
や職員が製作したミニSLを見学しました。
研修生の皆さんには本学訪問を大変楽しんでいただけた

ようです。研修生らは2月10日まで日本に滞在した後、帰
国されました。

「宇宙でコンピュータ耐久性レース」に本学が選ばれました

京理科大、高知工科大、東北大、電気通信大、
慶応大の 6大学が、耐久性を高めるために材料
などを工夫した自作コンピュータ計 6台を搭載
する。
宇宙空間では高温から低温へと極端に温度

が変化し、強い放射線にさらされる。この中で、
衛星の主コンピュータがさまざまな課題を6台
に出し、どのコンピュータが最後まで正確に処
理できるか競う。成績は無線で確認する。
【記事内容については、3月1日配信の読売新
聞より提供】
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学生の活躍

3月7日、小樽市民センター(マリンホール)において審
査が行われ、本学放送芸術部の作品が「第1回小樽ショー
トフィルムセッション2009」において、「審査員奨励賞」を受
賞いたしました。
このコンテストは「小樽」をテーマに「小樽」で撮影された

ショートフィルムを募集したもので、ノミネートされた6作品
からの受賞となりました。
放送芸術部の皆さん、受賞おめでとうございます。

【作品タイトル】
「ア ストロール ウェイ」

【制作】
北海道工業大学 放送芸術部

【監督・脚本】
生水絵里(メディアデザイン学科2年)

【スタッフ】
寒河江央哉、山本遥平、葛西 聡、芝原久美子、
上田千尋、屋代悠貴

【作品概要】

「りいこ」と「たみこ」と「ちかこ」の 3人は
札幌の大学 2年生。ある日、「ちかこ」が突然
九州へ引っ越すことになった。昔小樽に住んで
いたことがあり、父との思い出の場所があるら
しいのだが、幼少期の頃で思い出せないという。
「りいこ」と「たみこ」は、「ちかこ」のために
思い出の場所をパソコンや携帯で探すがなかな
か見つからない。そこで 2人は、実際に小樽へ
向かうことにした。果たして 2人は、「ちかこ」
の思い出の地を見つけることができるのか。

クラブ活動報告

本学放送芸術部の作品が
「第1回小樽ショートフィルムセッション2009」で受賞 !

アーチェリー部
●北海道学生アーチェリー第38回男子王座決定戦 
　CP男子1位（機械3年 山下直哉）
　CP男子3位（機械2年 宮野雄平）

●第40回北海道学生アーチェリー個人選手権大会 
　CP男子1位（機械3年 山下直哉）
　RC男子8位（機械2年 松村洋佑）

空手道部
●第53回全日本学生空手道選手権大会 出場
　（環デ3年 岩本衣美里、医療1年 川崎博生）

●第45回和道会全国空手道競技大会  
　一般男子有級組手優勝（医療1年 川崎博生）
　一般男子有級組手準優勝（機械1年 飯田将史）
　一般男子有級組手3位（都市2年 長谷川壮）
　一般女子形準優勝（環デ3年 岩本衣美里）

●第43回全日本空手道連盟 和道会 北海道大会 
　一般男子組手団体戦優勝
　組手一般女子の部優勝（環デ3年 岩本衣美里）
　形一般女子の部優勝（環デ3年 岩本衣美里）

硬式野球部
●秋季リーグ入替戦 2部昇格

基礎スキー部
●北海道学生基礎スキー選手権大会 
　団体男子2位、団体女子5位

卓球部                                            
●春季全道学生卓球選手権大会 
　シングルス3位（機械2年 雨夜俊明）

●秋季全道学生卓球選手権大会 
　シングルスベスト8（機械2年 雨夜俊明）
　ダブルスベスト4（機械3年 新井孝弘、メディア2年 塚本哲郎）

●北海道学生卓球連盟幹事長杯オープン大会 
　男子団体ベスト8

剣道部
●第57回全日本学生剣道選手権大会 出場
　（機械3年 北谷豊芳）

バレーボール部
●第42回大滝杯北海道大学男・女バレーボールリーグ
　春季大会 2部優勝（4勝0敗）

●第26回北海道大学男・女バレーボールリーグ
　道央地区大会 2部2位（3勝1敗）

●第62回秩父宮賜杯全日本バレーボール
　大学男子選手権大会 全国ベスト64

少林寺拳法部
●2009年少林寺拳法全国大会 出場
　（建築3年 山内逸孟、情報4年 川村迪惟）

ハンドボール部
●北海道学生ハンドボール春季リーグ戦兼東日本インカレ予選 
　2部4位

弓道部
●第57回全日本学生弓道選手権大会 決勝進出
（医療2年 岡山雅哉、医療2年 塚原惟也、機械4年 山谷允喜）

●第55回全道学生弓道男子争覇戦 優勝
　（機械4年 山谷允喜）

●第55回東西学生弓道選抜対抗試合 東軍優勝
　（機械4年 山谷允喜）

エアライフル射撃同好会
●第64回国民体育大会 出場（環デ4年 蝦名猛志）

●第56回全日本学生ライフル射撃選手権大会 出場
（環デ4年 蝦名猛志、環デ3年 宮崎準也、メディア2年 渡辺俊広）

航空学術研究部
●F3C ラジオコントロールヘリコプター日本選手権 出場
　（電電3年 煤田正広）

放送芸術部
●NHK全国大学放送コンテスト 映像CM部門3位
　（CM作品名「エコカルタ」）

●第1回小樽ショートフィルムセッション2009 
　審査員奨励賞受賞（作品名「ア ストロール ウェイ」）

学生の活躍


